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風致地区制度創設期における
風致育成概念の存在と風致協会の意義
阿 部 伸 太*
平成 +1年 2月 ,日受付平成 +1年 +,月 3日受理
要約 : 風致地区制度は +3+3 大正 2年公布の旧 都市計画法 を根拠法として創設されたもので 地域制緑
地としては最も歴史ある制度である 都市化の中で一定の効果をあげてきたが 第二次世界大戦期間の風致
行政の中断 および戦後の取締り再開後に高度経済成長期を迎えたことで形骸化した地区も多く存在するよ
うになった 本研究は 創設期における風致地区制度の都市計画上の意義を明らかにし 当初 風致保全育
成のシステムを制度としてどのように仕掛けていたのかを明らかにすることを目的とした 研究課題は 第
一に風致地区制度の都市計画的意味の把握 第二に風致の保全維持 活用育成概念の風致地区制度にお
ける内包状況の解明 第三に風致育成をねらいとした風致協会の意義の解明とした その結果 風致地区制
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研究の背景






本研究で対象とする風致地区制度は +3+3 大正 2年制













./都道府県に 1/+地区 平成 +0年 -月現在 が指定され
ているが そのほとんどには風致協会が組織された経緯は
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, 風致地区制度の都市計画的意味
我が国での近代都市計画の始まりは 東京の近代都市形
成を目的として +222 明治 ,+ 年 2月に公布された 東京
市区改正条例 であるとされているが その成立は容易で
なかった 市区改正の必要性は 度重なる大火の度に議論
され 特に +21, 明治 / 年には 大火災ある毎に市区改
正水道改良の議起りとある+ +22, 明治 +/ 年 芳川
東京府知事は 市区改正の根本計画をたてるために府下の
測量を行わせ +22. 明治 +1 年 ++月 +.日 市区改正の
根本計画に関する成案を内務山縣有朋に上呈した+
+22/ 明治 +2 年に東京市の計画樹立に向けて審議会が設
立され調査が行われた後 発布に先立ち元老院にて審査さ
れた 当時 税負担が増加する中 本条例の必要性が認め
られず 一時は否決になるが 内務大臣山縣有朋 大蔵大
臣松方正義の活眼により公布に至り, さらに翌年 +223
明治 ,,年に 東京市区改正土地建築処分規則が整えら
れた その後 京都 大阪 横浜 名古屋 神戸において
都市化が激しくなる状況の中 +3+2 大正 1年にはこれら
/大都市に 東京市区改正条例 を準用していくことと
なった こうした時代背景の +3+1 大正 0 年頃に 都市
研究会 が発足 +3+2 大正 1 年 /月に内務省内に 都市
計画調査会 が設置された この調査会では大きく 0つの
観点から研究が進められた 具体的には + 区域設定 ,
交通体系 - 建築についての制限 . 公共的施設の完備
/ 道路付帯施設 0 財源であり 特に 公共的施設の分
野において 都市衛生の視点から 公園の計画などの検討
がなされた,
以上の経緯を経て +3+3 大正 2 年 .月に 都市計画法






















































































定スルコトヲ得 として旧 都市計画法 第十條に明文化
された
しかし 実際に指定が行われたのは風致地区制度が創設
されてから 1年後の +3,0 大正 +/年に指定された明治神
宮内外苑附近風致地区であり それまでの間 風致地区の
指定取締りに対する具体的な規定は定められていなかっ
た つまり 都市計画の実施 風致地区制度の運用につい
ては 事業遂行の手立てを持っていなかったことが分か





して +3,1 昭和 , 年に 都市公論 において北村徳太郎
は 風致地区に就いて として 風致の概念 指定の方法
管理組織に関して体系的網羅的にまとめた論文を発表し
た1その後 +3-* 昭和 / 年に第二期として東京 京都
熊本の -都市において都市の骨格となる地区指定が行わ
れさらにその翌年 +3-+ 昭和 0年には横須賀市および
高松市の一地区 京都市の追加指定 +3-, 昭和 1 年に
は 大阪 堺市での一地区 京都市の追加指定が行われて
いった こうして 昭和初期に風致地区が指定された都市








じめ 各地で指定が進む一方で 風致地区決定標準 を見
ると指定のみではなく 風致地区指定後の取締りに対する
考え方 手順などが示されている点が特筆される 具体的
に内容を見ると 風致地区決定標準 は .つの章により
構成され  指定すべき土地について  指定した際
の必要図面類について 指定地の指定番号や番地等の
表示関連について そして  風致地区決定資料につい
て である

















定している つまり 風致地区制度は権利制限を行い 市
民に対して原状維持の義務を負担させて不融通を生じさせ
ている点を指摘している 小栗は +231 明治 -* 年に制
















みると 今日までに確認されている都市は 東京の 3協会
と愛知 福岡 宮城 石川 静岡の数例にとどまっており
また 京都では保勝会として設立した+* その設立期は
全て第二次世界大戦までの +3.* 昭和 +/ 年となってい
る これを 風致地区決定標準 が策定された +3-- 昭和
2年との関連でみると 表 +++策定以前に保全組織が設
立しているのは 東京の江戸川風致協会 名古屋の八事風















の南端地域である音聞山 南山 上山 彌富一帯は 起伏
に富み 古来より風光明媚な地であった 中でも地区の中
心に位置する興正寺は元禄時代に建立され 詣でる人で
賑わっていたとされ +22* 明治 +- 年に出版された 尾
張名所図会 前編	 には 興正寺 として図版が数頁にわ
たり掲載されており 緑豊かな丘陵地に包まれた境内の様







ねばならぬ運命を有して居る との考えにより +3++ 明
治 .. 年ごろに八事保勝会を組織し 土地所有者 一般篤
志家から寄付金を募り 山内に幾條かの道路を造り 棘
を切り拓き 樹木の手入れ 保存植込み 等を施すなどを


























榮があげられる 石川は +3,* 大正 3 年 +*月 +2日に
内務省都市計画地方委員会技師として名古屋地方委員会に
赴任 +3,- 大正 +, 年 2月 +*日より欧州各国を訪問す




和 / 年には 日本に於ける田園都市の可能+1を発表し
田園都市論を経済価値創出の手法として分析している ま
た 彼が都市経営を推進するための組織の必要性を認識し








る また 石川は欧州各国へ出張した際 市民生活 都市
































事の人口も +3,* 大正 3 年から +3,/ 大正 +. 年には
増加率が +/./ +3,/ 大正 +. 年から +3-* 昭和 / 年
には -3..に急増していった,/ +3+2 大正 1年笹原は
黒谷 柴田らと盟約し 八事開発を開始 区画整理の施行
を目指した 彼らは +3,+ 大正 +* 年に組合予定地の現地
踏査を行い +3,- 大正 +, 年には風致ある住宅地を積極
的に創造していくことを目的とした八事耕地整理組合を設












タプランでは市域を高丘陵地 低丘地 普通地 低地に
分けていたが 八事が属する高丘陵地は 地形や植生を生
かしブロックを大きくし 自然曲線の街路を配するとして
いる こうした中 +3,- 大正 +, 年に八事土地区画整理組









遂行することを目的に +3,0 大正 +/年 .月 ++日に都市
















地整理聯合會との主催で +3,2 昭和 - 年 +*月 +日から







地に接待所を特設し パンフレット 御菓子折 絵





















いく のが通常であった しかし 所謂八事方式では 天
然の風致を存続し 自然と人との調和を計り そのために
地区内の貯水池は全部これに多少の手入れを施して残存
し 却ってそれによって土地の発展を画策 している つ
まり 自然の風致を保全 修景し 適度なレクリエショ
ン機能を持たせることで土地の付加価値を高めていること
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取り組みの結果地価は整理以前に対し +3,2 昭和 -年














動内容は  あらゆる土地開発の検討  家を建築
 建築する建物の様式種類の把握  土地開発の為必






+3,1 昭和 , 年頃から都市創作会の見学会が八事地域
で実施された 参加者の八事に対する評価は +3,2 昭和








+3,2 昭和 - 年 ++月の文献によると 大名古屋土地博






自轉車で若き人には健脚で 一日の 秋と春の行楽	 を味
はせ様と云ふのだ それによって彼等に自ら 土地	 を知
る縁を與へ様と云ふのだ としている このために 澤

























継がせた その後の +3-, 昭和 1 年 南山耕地整理組合
も解散の際に八事保勝会に合併 その際八事風致協会と改




としていた +3-* 昭和 /年ごろから住民は風致地区指定
による風致の保全に価値を見出し 風致地区編入にむけた









画体系といえる 図 + 具体的には 第一に指定にあたっ
ては土地の自然性歴史性を読み解くことで地区指定の位


























は 笹原 黒谷 石川 柴田らを中心としたキパソン
の存在が大きいといえる そして 彼らは 開発方針
計画設計の検討 風致保全組織の設立 保全修復
啓蒙などの各種事業の実施 つまり 計画的積極的風致保



















, 内田嘉吉 +3,2 近代の都市計画 都市計画必携 都市計画
研究会 附録 ,++.
- 都市研究会會 +3,2 都市計畫必携 都市研究會 東京 +
-.
. 文献 , +*.
/ 大村清一 +3,2 都市計画の法制 都市計画必携 都市計画
研究会 附録 /1.
0 帝国議会議事録 貴族院議事録速記録第十九号 +3+3 -.1.
1 北村徳太郎 +3,1 風致地区に就いて 都市公論 其の一か
ら其の三の三回にわたり発表
2 風致地区決定標準 +3--.
3 小栗忠七 +3--風致協會の設立に就て都市公論 +0 	,
/30*.
+* 中島直人 ,**- 用語 風致協会 の生成とその伝播に関す
る研究 都市計画論文集 -2 	- 2/-2/2.
++ 表 +は 上記の文献 3 拙稿 ,**..Studies on the Signiﬁ-
cance of the Landscape Association toward Mainte-
nance of Scenic Beauty, ,**. IFPRA World Congress論
文集により作成
+, 尾張名所図会 前編 +22*.
+- 笹原辰太郎 +3,0 八事高地整理の経過と土地区画整理に
対する希望 都市創作 , 	+* ++.
+. 八勝館 : 八事の料亭元材木商からはじまった高級料亭数
奇屋建築と見事な庭園をかまえ 都市化された地域とは思
えない雰囲気を持つ
+/ 東秀紀他 ,**+ 明日の田園都市 への誘い 彰国社 東
京 +3,,**.
+0 黒谷了太郎 +3,/ 都市計画と農村計画 曠台社 巻頭
+1 石川榮 +3-* 日本に於ける田園都市の可能 都市創作
0 	- .,/..
+2 石川榮 +3.2 都市計画のはなし 兼六館 ++/+,,.
+3 石川榮 +3.2 都市計画のはなし 兼六館 全 +,..
,* 文献 +0 +,-.
,+ 文献 +0 03.
,, 文献 +0 +,-.
,- 石川榮 +3,1 八事讃 都市創作 - 	+* 1,.
,. 編集部 +3-1 八事風致協会 公園緑地 + 	/ +2.
,/ 兒玉實 +3-, 地域より見たる名古屋 都市公論 +/ 	0
0203.
,0 村田登見 +3,3 時期尚早の語なし 都市創作 / 	3 1,
1..
,1 編集部 +3,0 都市創作會會則 都市創作 + 	+ /+.
,2 文献 ,1 /,.
,3 編集部 +3,2 
大名古屋土地博覧会 の開催 都市創作
. 	3 3*3..
-* 編集部 +3,2音聞山土地区画整理組合都市創作 . 	+*
0203.
-+ 尾関太郎 +3,2 発展素としての土地経営 都市創作 .
	+* .,.
-, 文献 ,2 ./.0.
-- 文献 ,2 .0.
-. 石川榮 +3,0 設計室より同じ道を歩む人達の為に
都市創作 , 	3 -,.1.
-/ 編集部 +3,2 八事山開発事業 其二 都市創作 . 	3
2.23.
-0 アルコウクラブ : 散策 ハイキングのクラブの意
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-3 黒谷了太郎 +3-*町内組合に関する規程制定の必要都市
創作 / 	+ +..
.* 文献 -3 +,,*.
.+ 編集部 +3,2 八事耕地整理組合 都市創作 . 	+* 1*.
図 + 風致地区制度における風致維持のしくみ
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Signiﬁcance of a Scenic Beauty Upbringing
General Idea, of Association of Scenic Beauty
in Foundation Period of the Scenic Zone System
By
Shinta ABE*
(Received August ,, ,**//Accepted December 3, ,**/)
Summary : The scenic zone system founded, when the City Planning Act was promulgated in +3+3.
The history is a certain system most for a urban green by the zoning system. There was a constant
e#ect in urbanization, but there are many districts in which, on the other hand, natural beauty was
destroyed with the interruption of natural beauty administration by World War II and the later high
economic growth period, and become a dead letter, and has remained so. Therefore the purpose of this
study clariﬁes the intention of a system aimed at scenic zone system foundation, and shows how the
intention of the system. I consider three issues study. Firstly it is to grasp city planning meaning of
a scenic zone system, secondly the elucidation of preservation/practical use/upbringing of scenic
beauty, and ﬁnally elucidation of signiﬁcance of the association of scenic beauty that assumed scenic
beauty upbringing to be an aim. As a result, a scenic zone system kept scenic beauty in good
condition and received urbanization positively. And it was the planning system which brought up
scenic beauty by a organization which focused on an area. In other words a scenic zone system is not
a system to keep scenic beauty in good condition only by appointing it. It became clear that to have
a system that was going to enable maintenance of scenic beauty, the real condition of urbanization of
a district would be possible only after it established the organization to maintain the district and
manage appointments to further this function.
Key words : Scenic Zone System, Association of Scenic Beauty, upbringing general idea,
Urban Green by Zoning System, Yagoto
* Department of Landscape Architecture Science, Faculty of Regional Environment Science,
Tokyo University of Agriculture
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